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事務局 

午後３時００分 開会 

 それでは、定刻になりました。 

 令和３年度第４回の立川市地域包括支援センター運営協議会

を開催させていただきます。 

 お忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうございま

す。 

 新型コロナウイルス感染状況につきましては、ありがたいこ

とに一旦落ち着いておりますが、この後、収束に向かっていた

だきたいと思っているところでございますので、引き続き感染

症対策をしっかり行ってまいりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 さて、2025年までに地域包括ケアシステムを構築することが

求められていることは、皆さんご存じのとおりだとは思います

が、医療・介護連携が進み、相談環境が充実していく中では、

今後、地域包括ケアシステムの地域づくりがさらに重要になっ

てくるだろうというふうに考えてございます。働き手が減少す

る2040年を見据えまして、地域共生社会を目指して、地域の互

助の力がしっかりと発揮されるよう、地域づくりを進めていか

なければなりません。 

 本日は、地域の身近な相談窓口として、それぞれのセンター

の強みを生かした地域づくりも進めていくように、地域包括支

援センターとしてどういう地域づくりをしていくべきなのかと

いうことも含めて、振り返りの方法を今日は皆さんでご協議い

ただきながら、来年度以降の取組に展開していきたいというふ

うに思ってございますので、よろしくお願いいたします。 

 では、議事に移ってまいります。 

 本日もまた、地域包括支援センターの適切、公正かつ中立な

運営確保のために、運営協議会委員としての奇譚のないご意見

をいただきたいと存じます。 

 それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

 

会長  それでは、初めに、成立条件の確認からさせていただきたい

と思います。 

 定員９名のうち７名の皆さんの出席ということで、本運営協

議会、成立をいたしていることを確認いたしたいと思います。 
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 では、議事、次第にのっとりまして、２番の令和３年度の第

３回立川市地域包括支援センター運営協議会の議事録の確認に

移らさせていただきます。 

 既に事前に配布されて、ご確認をいただいていると思います

が、何か修正等ございましたらお願いしたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

 事務局から説明ありますか。 

 

事務局  特にありません。 

 

会長  特にないですか。ありがとうございます。 

 今日、資料１として、Ａ４横の資料になりますけれども、今

回内容の修正依頼、事前の修正依頼はなしということでござい

ます。なければ、本会議の終了をもってこの議事録は確定とい

うことにさせていただきたいと思います。何かありましたら、

会議中にご発言をいただければと思いますので、よろしくお願

いをいたします。 

 では、次第の３番、報告事項に移ってまいりたいと思いま

す。 

 （１）としまして、職員配置一覧についてでございます。 

 事務局から説明ありますでしょうか。 

 

事務局 

 

 それでは、資料の３をご用意ください。 

 地域包括支援センター職員配置一覧です。令和３年９月とな

っております。前回の運営協議会で、かみすな地域包括支援セ

ンターに主任介護支援専門員が配置されたというご報告をさせ

ていただきましたときに、介護支援専門員の５番の方のお名前

が削除されてしまっておりまして、大変失礼いたしました。 

 かみすな地域包括支援センターは、全部で９名の配置という

ことで訂正させていただきたいと思います。 

 

会長  ありがとうございます。 

 皆さんから何かご質問、ご指摘ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 ということで、ご承知おきをいただきたいと思います。 
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 では、次に移らさせていただきます。 

 （２）番、介護予防支援業務についてというところに移りま

す。 

 事務局からご説明願えますか。お願いいたします。 

 

事務局 

 

 予防推進係でございます。 

 前々回、第２回の運営協議会におきまして、ご質問いただき

ました件の引き続きになりますが、介護予防支援業務について

ということで、前回もＡ委員からご指摘ございましたが、そち

らを受けまして、10月29日に臨時でセンター長会議のほうを開

催させていただきました。趣旨といたしましては、包括支援セ

ンターの介護予防ケアマネジメント事務が課題になっている

と、大分負担になっているということの課題がございます。 

 センター長会議におきまして、各包括の方からご意見いただ

きまして、様々な意見出ましたが、見直しについてですが、ケ

ース・バイ・ケースですが、１年でプラン更新は短いケースも

あるといったご意見や、書類のやり取りが多い、プランに記載

する内容が重複しているといったご意見が出されました。 

 一方、認定期間の延長につきましては、行政の事務負担の軽

減を目的と理解していると。 認定の調査項目は、アセスメン

ト項目と重なる部分もありますが、イコールではないと。介護

度が変わっていなくてもニーズが変わることは大いにあり得る

と。ケアマネジメントの社会的信用、保険給付の根拠の信頼さ

を担保するためにも、１年に１回程度の見直しと、それに伴う

事務負担は管理するべきだというご意見もありました。 

 そちらの意見を受けまして、事務の内容を見直しさせていた

だいて、相談をさせていただきました。その中で、先ほどのご

意見もありまして、目標期間につきましては、現行と同じく、

各ケアマネジャーさんのモニタリング等を通じて、必要に応じ

て、期間を１年、３か月、半年と明確に区切らず、必要に応じ

て見直すといったことで、現行どおりとさせていただきまし

て、事務負担軽減の観点から、ケアプラン、今日、Ａ委員から

Ｃ表のほうを追加で配付いただいておりますが、ケアプランの

うちのＣ表、サービス支援計画書、あとは、今日はございませ

んが、すみません、Ｆ表、支援サービス評価表ですとか、そち
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らの各書式のうち、総合事業、予防給付ではなく、総合事業で

は省略可能な項目というのが、もともとの記載のほうには網か

け表記されておりますが、こちらのほう、予防給付と同じよう

な内容で、全ての項目、埋めて書いていただいているケアマネ

ジャーさんも多くいらっしゃいます。 

 こちらにつきましては、総合事業においては、この項目は省

略可能ですといったところを改めて周知を図りたいと。見る箇

所を減らすですとか、記載する負担を減らそうといった観点が

ございます。 

 それと、ケアプラン作成に係る手順を再確認することで、サ

ービス担当者会議開催における包括支援センターへのコメント

など、事前確認の徹底を図ると。事後にならないように、事前

に包括支援センターのほうへのコメントを、書類を送付してい

ただくといったところを徹底していただくよう周知をしたいと

考えております。 

 また、サービス提供報告書、今、カレンダー形式になってい

るものですが、そちらを事業所から担当ケアマネジャーさんの

ほうには実施の確認等、必要となりますが、そちらの包括支援

センターの提出を省略可能とするといったことで、事務の書類

ですとか、記載の軽減を図ってまいりたいと思います。 

 こちらにつきましては、暫定ということで実施をさせていた

だき、また必要に応じて不足等、支障が出るようなところがあ

れば、改めてご相談させていただきまして改善を行いたいと考

えております。 

 こちらの今日ご説明させていただきました内容については、

細かい部分になりますので、介護支援専門員さんの連絡会です

とか、ホームページ等で周知を図ってまいりたいと考えており

ます。 

 報告につきましては以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 前回の問題提起から、細かいところまで積極的に改善のご努

力をいただいているように感じます。ありがとうございます。 

 ということで、前回の運協で問題提起をＡ委員がしてくれた

と思うので、よりよいものに改善されたかと思うんですが、Ａ
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委員、何かコメントをお願いします。 

 

Ａ委員  どうもありがとうございました。 

 11月９日に主任介護支援専門員の幹事会がありました。そこ

で、先ほど説明もあった経緯につきまして、幹事会のほうから

それをコピーをして、皆さんに見てもらってはどうかというお

話がありましたので、コピーしてまいりました。 

 先ほど、事務局がおっしゃったとおり、総合事業について

は、黄色い部分は記載は要らずということです。だとすると、

この期間のところなんですが、やはり先ほど１年、半年、３か

月というお話もあったんですが、ここについて記載がないので

あれば、認定期間、例えば２年とか３年とかいらっしゃるんで

すが、人によってなんですが、ここの期間の認定期間でもいい

んじゃないかなというふうに幹事会で出ています。なので、今

のお話だと１年、半年、３か月というお話だったんですが、一

応主任マネの幹事会のほうでそのお話が出ていまして、運営協

議会のほうでもう一回聞いてみてはどうかということだったの

で、今回発表させていただきました。 

 

会長  事務局、いいですか。 

 

事務局 

 

 すみません、ご指摘ありがとうございます。 

 こちらの資料以外のところでも、必須ではない書類等ありま

すので、そちらも可能な限り省略させていただくという形で、

そちらも事務軽減のほうは図っていきたいと思っております。 

 期間のお話についてですが、ただ、他市の担当の方にもちょ

っと確認を、ご相談をさせていただきまして、やはりどちらの

担当の方に伺っても、特に保険者、行政のほうで１年にしなさ

いとか、２年にしなさいといった期間を区切るようなことは、

なかなかご本人様の直接マネジメントをしているケアマネジャ

ーさんがモニタリング等を通じて見立てを行っているものなの

で、行政のほうから一律的に期間を区切るということは難しい

だろうといった考えがどちらの自治体もありまして、確かにそ

のとおりで、実際に利用者様、直接見ていない行政が、この人

は１年だろうとか、いや１年だと、なかなか難しいと考えてお
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りますので、例えば目標の内容によっては１年以上であった

り、仮に何年とかと数字をこちらのほうで表すのは難しいんで

すが、場合によっては２年の目標とかということも、目標とし

てはあり得るのかなというのはありますが、定期的に見直しを

図って、先ほど包括支援センターの方からの意見もありました

が、マネジメントを行っていく上で定期的に見た方で、１年に

１回程度は必要かなというご意見もあり、特に１年でというご

提案ではございませんが、その方の状態の必要に応じた見直し

の期間というのが、ふだんの見立ての中で発生していくのかな

というふうに考えておりますので。 

 例えば様式の、ケアマネジメントのところに目標の上に、標

準様式使っておりまして、１年と標準様式で書いてあるので、

どうしても１年というふうに見てしまうんですが、あくまでそ

こは、この間のセンター長会議の中でご意見出されましたが、

１年という数字にこだわるのではなくて、あるべき姿という

か、あるべき目標というか、そういった形で読み替えていただ

いた上で目標設定していただくということは必要なんではない

かという意見がありまして、期間に関しましても、Ａ委員おっ

しゃるように、一律ではなく、この見立ての中で、ケアマネジ

ャーさんの見立ての中で適切な期間を設定していただくといっ

たところで考えております。 

 すみません、ちょっとはっきりとした数字の回答はできない

んですが、考え方としてはこういったことで考えております。 

 

会長  ご意見どうぞ。 

 

Ａ委員  いろいろご配慮ありがとうございます。 

 そうすると、ケアマネだったり、事業所だったり、ご本人だ

ったり、ご家族と相談して、１年という期間ではなく、人によ

っては状態が落ち着いて環境が整っていれば２年でもいいのか

な。期間ははっきり申し上げられないけれども、そういうご回

答でよろしいでしょうか。 

 

会長  事務局、どうぞ。 
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事務局 

 

 そうですね。一般的にガイドライン等では、総合事業のガイ

ドラインの中では、数字としてはおおむね６か月から１年とい

うふうには、ガイドラインの中では書いてありますが、それは

あくまで一般的な、一番そのぐらいが多くなるだろうという期

間になりますので、本当に期間に関してはその方の状態等によ

って、どれが正しい目標に設定できるのかというところは、ケ

アマネジャーさんとか利用者様、ご家族、いろんな周辺状況も

ありますので、その中で期間を定めていただければと。 

 なので、何年とか何か月というのはなかなか、こちらで数字

をちょっと具体的に申し上げるのは難しいんですが、そういっ

たケースも発生するかなということは想定されますので、あく

まで一番、その担当としてやっていただいているケアマネジャ

ーさんの専門的見地からの見立てを優先していただいて、設定

していただければというふうに考えております。 

 

会長  Ａ委員、どうぞ。 

 

Ａ委員  私も含めてなんですが、おおむね１年で目標を今までつくっ

ていたんですね。それも市として、立川市としてというかどう

か分からないんですが、一応そこは皆さんにアナウンスしてい

ただければと思うんですが、そこについてはいかがでしょう

か。多分、そこを知らないと、今までどおり、現状どおり、半

年であったり１年で、皆さん頑張って、頑張ってつくっていら

っしゃると思うんですが、いかがでしょう。 

 

会長  事務局。 

 

事務局 

 

 一応国からのガイドラインに載っている標準的な見直し期

間、望ましいとか、そういった表現になりますけれども、あく

まで目安ですというところで、全く何もないと、かえって今

度、じゃ３か月なのか、３年なのかというところは、かなり人

によってばらつきが出てしまうので、あくまで標準としてこう

いった期間はありますが、ケアマネジメントの中で定期的なモ

ニタリングの中で判断した上で、必ずしも１年にこだわるとい

ったことは必要ないとまでは言いませんが、可能であるといっ
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た表現であればお伝えはできるかなと。 

 かえって限定的に書いてしまうと、今度またそっちの期間に

立川市はかじを切ったのかなというふうに判断されてしまう可

能性もありますので、ちょっとぼやかした表現にはちょっとな

ってしまうかとは思うんですが、一応目安としてはあります

と。ただ、必ずしもこれにこだわるわけではありませんという

ような表現であれば、この様式の見直しなんかと一緒に含めて

お知らせすることは可能かと思います。 

 

会長  ありがとうございました。 

 というご回答で、また実際のプランを立てていく中で、いろ

いろなご相談も進めていただければと思います。今、公式な見

解としてはもうぎりぎりまでしていただけた感がありますの

で、これはもう本当に五十嵐部長も吉田部長もご出席、今回も

していただいている公式なあれでの説明を、各包括のセンター

長さんのいる場でしていただいていますので、そこは柔軟に対

応していただけると思いますので。ということでよろしいです

か。ありがとうございます。 

 この件は以上でよろしいでしょうか。ほかの委員の皆さんの

ご意見がなければ、次に進みます。 

 Ｂ委員、どうぞ。 

 

Ｂ委員  ぜひお願いしたいのは、サービスとか受けている側の気持ち

を酌んで計画書をつくってほしいんですよ。要するに、家族だ

とか本人の意向だとか、状態がみんな違うので、杓子定規で期

限はこうですよとかね、そういうことじゃなくて、本当に寄り

添った気持ちを感じてくれれば、本人も、じゃ、もう少し頑張

ろうとか、トイレへ行けるようにしようとか、歩けるようにし

ようとか、まずは本人のやる気を起こさせるような計画書をつ

くってほしいんですよ。ただ期限がこうだとか、そういう問題

は、それはもうこっちの問題であって、サービスを受ける側の

気持ちをまず第一に優先してほしいというのが私の考えです。 

 

会長  ありがとうございました。 

 恐らくそういう気持ちだと思いますけれども、Ｂ委員から念
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押しをしていただきました。ということで、よろしくお願いい

たします。 

 では、４番の協議事項に移らさせていただきたいと思いま

す。 

 地域包括支援センターの業務振り返りシート（案）について

です。 

 事務局からご説明お願いいたします。 

 

事務局 

 

 それでは、資料の４をご用意ください。 

 こちらは令和３年度地域包括支援センター業務振り返りシー

ト（案）になってございます。 

 運営協議会の中で、地域包括支援センターの行います振り返

りについて、非常に分かりづらいというご指摘がありました。

今までは地域包括支援センターごとに振り返りをお願いしてお

りましたので、それぞれ振り返りの視点というものがばらばら

だったということもありまして、今回、このようなシートを作

成しましたのでご説明させていただきます。 

 まず、１ページ目にふじみ地域包括支援センターがあると思

いますが、その後ろにはごろも地域包括支援センター、たかま

つ地域包括支援センターと続いております。 

 １番の地域包括ケアシステムの深化・推進につきましては、

全地域包括支援センター共通事項になっておりまして、第８期

高齢者福祉計画の中に書かれている取組について、表記されて

います。 

 そして、中段ですが、「達成できた」、「おおむね達成でき

た」、「ある程度達成できた」ということでチェックを行うと

ころがあります。これも、何をもって達成できたとチェックを

するか、何をもって50％なのかという部分で、ある意味曖昧な

ところがあるかと思いますが、私どもの提案としましては、例

えば１番につきましては、2025年問題、2040年問題が１つ、地

域包括ケアシステムの深化・推進が２つ目、３つ目に、地域共

生社会の実現が３つ目ということで、ここの中には９項目の大

きな大項目がありますので、この中でどのくらい、１年間かけ

て地域包括支援センターが関わりを持てたかどうか、取組を行

ったかどうかということで評価をしていったらどうかなという
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ご提案です。 

 ここの１番については９項目ありますので、９項目全部関わ

ったということであれば100％達成できた、７項目から８項目で

あれば80％という形で、これも何となくにはなってしまいます

が、チェックができないかなと考えております。 

 下の枠につきましては、なぜそのチェック項目を選択したか

という根拠を書いていただく項目として作成をしております。 

 ２番以降につきましては、各包括支援センターが、このシー

トでいうと令和３年度の事業計画を地域包括支援センターがつ

くっていますので、その項目をそのまま転記している形になっ

ております。 

 今日は、委員の皆様にこの書式でよいのかどうか、やはりこ

の「達成できた」、「おおむね達成できた」が分かりづらい、

こういう形のほうがより振り返りが深まるんではないかという

ようなご意見をいただきたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 説明は以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 委員の皆さん、いかがでしょうか。ご質問、ご意見ございま

すか。 

 Ｂ委員、どうぞ。 

 

Ｂ委員  よく話は分かりました。ただ、これは浅く広くを求めるの

か、一問題を深く追求するのかで対応が違ってくると思うんで

すよね。地域によっては、この問題が大きな問題だというと、

それを特化してずっとそこへ行っちゃうと、ほかのものがどう

してもできないと。そうすると評価がやや達成できたとか、で

きないとかいう評価が下がると思うんですよね。そういうとこ

ろをどうしたらいいのか、ちょっとみんなと議論したいなと思

っています。 

 

会長  というご意見をまずいただきました。関連するご意見ござい

ますか。 

 これは、Ｂ委員がご指摘いただいたのは、こっちが優先で取



11 

り組んじゃったんで、ちょっとこっちまで手が回りませんでし

たということは、それはあるだろうと、地域によってはという

ことですね。 

 Ｂ委員、どうぞ。 

 

Ｂ委員  今の会長のお話だと、それはそれでいいんですけれども、こ

の評価のところで、ほかがちょっとおろそかになっていると、

そうすると達成できていないと、そうすると何やっているんだ

と、逆な変な総括を受けちゃうんじゃないかなと。だから、何

を目的にしてやるのか、ただ、平均すればいいのか。そういう

ことなんです、僕の言いたいのは。 

 

会長  ありがとうございます。 

 つまり、これは項目、全部やらないといけない必須項目だけ

なんだということになれば、これはやっていませんでしたと、

それは許されないというレベルの話になるんですよね。だか

ら、そこに重きを置くんであれば、これはこれでこのつけ方で

いいんですよね。全部やらなきゃ駄目なんだとかという。もち

ろん深くやりました、浅くやりましたはあるかもしれないけれ

ども。 

 事務局、どうぞ。 

 

事務局 

 

 １番につきましては、やはりどの項目よりも一番ボリューム

があるところなんですが、こちらは３年をかけて、第８期の計

画の中で達成してくという項目になりますので、むしろ地域包

括支援センターが頑張ったところは、もしかしたら「達成でき

た」があるかもしれませんが、計画の取組状況に合わせて実

施・評価していきます。 

 ２番以降については、前年度末に、次年度に地域包括支援セ

ンターが日常生活圏域の地域分析診断し、こういう取組を来年

度はしていくというものを書かせていただいていますので、例

えば達成できなかった場合には、なぜ達成できなかったかとい

う振り返りがあればいいと思っていますし、達成できなかった

から駄目だとか、そういうことではないとは思っているところ

でございます。 
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会長  ありがとうございます。 

 

Ｂ委員 

 

会長 

 

Ｂ委員 

 

 一応、皆さんにちょっと意見を聞きたいなというふうに。 

 

 みなさんというのは。 

 

 包括センターの。 

会長  各センター長さんの意見を聞きたいということなんですが、

これは事前にもうセンター長さんにお話ししてあるものです

か。 

 では、ふじみ包括、どうぞ。 

 

ふじみ包括  ふじみ包括支援センターです。 

 Ｂ委員からのご質問あったように、私もちょっと包括支援セ

ンター長になりまして、こういうちょっと広い視点で、まず見

ていくことが必要なのかなというのは感じております。Ｂ委員

のご質問でいえば、広く見ていって、センター全体の業務を見

ている評価の一つになるというふうに感じています。 

 

たかまつ包括  たかまつ包括です。 

 今回、このシートを見せていただきまして、割と分かりやす

く、どういうところが達成できて、どういうところが達成でき

ていないのかというのが分かりやすくなっているかなというよ

うには思ったんです。 

 それで、達成できなかったにしても、このコメントのところ

でなぜ達成できなかったのかという理由を書くことができます

ので、例えば毎年、来年度にこういうことをやってみたいとい

うことで計画を立てるんですけれども、実はそれが地域の実態

に即していなくて、的外れに全然ヒットしなかったみたいなこ

とがあったりするわけですね。なので、それはそれでちょっと

ニーズに合っていなかったんだという反省点を踏まえて、また

次の計画に盛り込むとか、違う形に変化させるということも可

能かと思うので、達成できる、達成できないを明らかにして、
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分析に役立てることはできるかなというふうには感じていま

す。 

 

会長  ありがとうございます。 

 ほかのセンター長さんもお話しになりますか。 

 

さいわい包括  さいわい地域包括支援センターです。 

 先ほどもふじみ包括やたかまつ包括が言ったとおりですけれ

ども、やはり我々の業務は、振り返りが大切だと思います。振

り返って、それを踏まえて次に何をするかというところがとて

も大切で、そこをないがしろにしてしまうと、地域のニーズに

合ったものが提供できないというところでは、この空白のとこ

ろで振り返れるということは、とても単純なのかもしれません

が、大きい進歩だったなと思っています。 

 

わかば包括  わかば包括です。 

 私もそうなんですけれども、達成できたとか、できなかった

とかという数字のところなんですけれども、これまでは振り返

りをしたときに、私は今年度はこうだったねというふうな言葉

だけで終わっていたんですけれども、数値化するということ

も、今後も記録としてはやっぱり必要にはなってくるのかなと

は思ってはいるんですけれども、まずやってみることが大切か

なと思っているので、取りあえずこれでやってみて、実際にそ

っちがよかったなと思ったら意見を言っていきたいかなと思っ

ています。 

 

はごろも包括  はごろも包括支援センターです。 

 今回このようなシートを作っていただいたことで、非常に自

分自身、はごろもを振り返り、この包括にできるかどうかを思

っています。 

 今、本当に意見も出た広く浅くというか、17項目の中で幾つ

か自信を持って言えるところもあるんですが、じゃ全体をとな

ると、いやまだまだというところも痛感しています。 

 評価とか点数というよりも、じゃ自分たちのどこが弱かった

かというところを明確にして、頑張ってきたことは引き続き頑
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張り、足りないところは今後どういう計画を立てていくかとい

う、今後の見通しを立てていきたいと思っています。 

 

かみすな包括  かみすな包括です。 

 かみすな包括でも、全体の振り返りができることというのは

すごく大事だなと思っております。１年間のバランスを考え

て、職員のことを考えながら仕事の配分を考えていくというこ

とも大事かなと思っていまして、これを全体的に見ることで、

来年度にも生かせるんじゃないかなというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございました。 

 どうやらＢ委員がご心配いただいていたところ、まさに的が

当たっていたようで、言ったら、これ点数づけというよりは、

来年度に向けての進捗状況の確認みたいな、そんなようなこと

のようですね。 

 よろしいでしょうかね。 

 じゃ、Ｂ委員、どうぞ。 

 

Ｂ委員  ありがとうございました。 

 みんなの前向きな声を聞いてね、本当こういうことを、初め

てこういうフォーマットみたいのができたもんですから、これ

を向かって全員で今度は次のまた協議会だとか会議のときにど

んどん発言できればいいなと思って、一つの指標ができたんで

ね、これは本当に僕らはすごく参考になりますので、ぜひ活用

して、皆さん切磋琢磨して各地域で頑張って、あそこの地域に

は負けないぞぐらいの気持ちでやってくれれば、この目標が生

きることなんで。 

 ただ書けばいいというもんじゃなくて、これを達成させると

いうのが目標ですから、皆さんの力を信じて待っています。よ

ろしくお願いします。 

 

会長  ありがとうございます。 

 これは１月の運営協議会、次回の運営協議会に、下書きとい
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うか、埋まった形でご提出いただくということでいいんでしょ

うか。 

 

事務局 

 

 はい。ありがとうございました。 

 本日、シートについてご承認いただきましたので、次回の１

月18日の第５回の運営協議会までに、地域包括支援センターと

高齢福祉課、あと地域福祉コーディネーター、生活支援コーデ

ィネーター、認知症地域推進委員などと一緒に振り返りをしま

して、シートを完成して皆様にお届けしますので、次回の運営

協議会では内容をよく見ていただければと思います。 

 そして、１月の運営協議会で振り返りシートのほう確認がさ

れましたら、その次の３月の運営協議会には来年度の計画を地

域包括支援センター立ててまいりますので、引き続きご検証い

ただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

会長  ありがとうございました。 

 では、各委員の皆さん、ご意見、ほかで何かありますか。 

 

Ｃ委員  ちょっとよく分かっていないんですけれども、これチェッ

ク、達成できたとか、80％だとか、これは各地域包括でやるわ

けですよね。それは、やるメンバーというのは決まっているわ

けですか。例えば、じゃ今年は誰とか、今年は、という可能性

もあるんですか。 

 

事務局  地域包括支援センター内の会議にて、全員の合議で、センタ

ー長が中心に決められます。 

 

Ｃ委員  分かりました。それならいいです。 

 なかなか数値化が、やっぱりこれできるものじゃないので、

なるべく主観が入っちゃいけないというのは思いますので、そ

うやってその会議の中でというんなら、分かりました。 

 

会長  ありがとうございます。 

 そのほか、よろしいですか。なければ次に進みたいと思いま

す。 
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 協議事項４の（２）地域包括支援センター実施方針（案）に

ついてであります。 

 事務局からご説明お願いいたします。 

 

事務局 

 

 それでは、資料の５と参考資料と書かれました冊子をご用意

ください。 

 資料の５、令和４年度立川市地域包括支援センター事業実施

方針（案）になってございます。こちらは介護保険法の一部を

改正する法律により、地域包括支援センターを社会福祉法人等

に委託をする場合には、保険者は実施方針をしっかりと提示す

ることが義務付けられましたので、提示をしているものでござ

います。 

 参考資料は、地域支援事業の実施についてということで、令

和３年９月21日に発出されました実施要綱になります。 

今までの立川市の実施方針につきましては、地域包括支援セ

ンター運営マニュアルの項目に沿った形で項目立てをしてまい

りましたが、来年度につきましては、この地域支援事業の実施

要綱に沿った形で実施方針案を作成しております。 

 地域包括支援センター事業につきましては、地域支援事業の

中の包括的支援事業の中の地域包括支援センター運営と社会保

障充実分、任意事業と、その３つの事業があります。 

これは、この項目にした理由ですが、国のインセンティブ交

付金申請の関係で、合わせた経緯がございます。 

 特徴的なところをご説明させていただきますと、実施方針

（案）の表面の４番です。包括的・継続的ケアマネジメント支

援業務のところですが、インセンティブ交付金調査項目、事業

評価レーダーチャートの項目につきましても、立川市の弱いと

ころとして、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務があり

ますので、ここのところは来年度しっかりとやっていきたいと

思っております。 

 まず１つ目は、「自立支援・重度化防止＠たちかわし」を重

視し、ケアプラン検証を行うとしております。 

 １つ目の項目の「自立支援・介護予防のかたち」につきまし

ては、東京都のモデル事業を使いまして、かなり形ができてい

て、会議等もかなり進んでおりますが、重度化防止のほうは今
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年度取組を始めたばかりということもありますので、しっかり

とつくり上げていきたいと考えております。 

 そして、③番の介護保険サービス利用に限定されないケアプ

ラン作成ができるよう、インフォーマルサービスの確保と整備

を行い、ケアマネジャーが利用しやすい体制をつくるというこ

とも強化していきたいと思っております。 

 そして、④番、立川市主任介護支援専門員連絡会ができまし

たので、地域包括支援センターの主任介護支援専門員との役割

分担をきちんと明確にしながら、一緒に市内のケアマネジャー

の資質の向上を効果的に行っていけるような取組をしていきた

いと考えております。 

 裏面です。 

 ５番の権利擁護業務のところの⑤番のところです。 

 現在、福祉総務課を中心に成年後見制度利用促進計画を作成

しておりますが、これが出来上がりますと、また地域包括支援

センターの役割が変わってきますので、こちらをしっかりと確

認をしながら必要な方に必要なサービスが行き届くように、成

年後見制度利用促進に向けた取組も強化していきたいと考えて

います。 

 それから、８番の認知症総合支援事業の③番です。 

 立川市にも認知症サポーター、ちょこっとボランティアなど

たくさんおりますので、共にチームオレンジを整備して、運営

支援を行っていきたいと考えております。 

 そして、９番の地域ケア会議推進事業でございます。 

 この地域支援事業の実施要綱の中に書かれていることなの

で、挑戦的な意味も含めまして書かせていただいていますのが

②です。地域ケア個別会議の開催を行い、市内全てのケアマネ

ジャーが年１回はこの地域ケア個別会議の支援を受けることが

できるようにするということで、国の方針にもなっております

ので、それこそ来年度の振り返りに、できなかったという報告

にならないように頑張っていきたいというふうに考えます。 

 それから、10番の任意事業のところの家族介護者支援のとこ

ろです。 

 ②番のところで、家族介護者支援のところが、なかなか積極

的な支援が、個別ケースではできているんですけれども、介護
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者教室をやっても人が集まらないとか、そういったことがあり

まして、積極的な取組ができていないと思っておりますので、

今後はヤングケアラーとか、ダブルケアとか、今課題になって

おりますので、こういった取組も進めていきたいというふうに

考えております。 

 令和４年度の地域包括支援センター事業実施方針（案）とし

ての説明は以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 委員の皆さん、いかがでしょうか。何かお気づきのことがあ

ればお願いいたします。 

 Ｄ委員、どうぞ。 

 

Ｄ委員  立川市のケアマネジャーの資質の向上に関して書いてあるん

ですけれども、今現在、立川市のケアマネジャーさんの資質と

いうのはどのぐらいのレベルがあるんでしょうか。ちょっとお

聞きしたいなと思っていたので。それぞれの包括でよく分かっ

ていらっしゃると思うんですけれども、ちょっとお話を伺えた

らいいかなと思うんですけれども。レベル的にはどうなんでし

ょうか。専門的見地として見立てを行っていくケアマネジャー

さんを、もちろん利用者さんが信頼してやっていただくんです

けれども、レベル的にどうでしょう。 

 ちょっとお聞きしたいなと思って、そういう面ではすごく曖

昧だと思うので、現在の立川市のケアマネさんのレベル、知り

たいなとちょっと思っていました。 

 

事務局 

 

 そうしたら、まずさいわい包括の主任ケアマネさんからお願

いします。 

 

さいわい包括  さいわい包括です。 

 ケアマネジャーのレベルをどのくらいと言葉や数字で評価す

ることは難しいので、私が日頃肌で感じていることで例えます

と、平成30年度介護報酬改定において居宅介護支援事業所の管

理者が主任介護支援専門員に変更され、各事業所がそれをすす

めて、実際にその状況ができていることがひとつの評価になる
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と思います。もう一つは、今までは地域包括支援センターに支

援困難ケースなどのケアマネジャーからの相談が多数ありまし

たが、現在は居宅介護支援事業所の管理者である主任介護支援

専門員がそれぞれの事業所の中で対応ができていると思われ、

全体的に相談件数は減っている印象を受けております。ですの

で、それが果たしてレベルに関係するのかと言われると、根拠

は薄いですが、地域包括支援センターに来る相談が少なくなっ

たということは、事業所の中で相談支援体制が整っているとの

評価と、利用者、家族からの苦情が増えているなどの声は聞こ

えいないので、それはある意味レベルが上がってるということ

が言えると思います。 

 あと、もう一つは、介護保険サービス以外の地域資源を知っ

ている、またつなげるという点については、少し弱いと部分で

あると思います。要は、介護保険のサービスはつなげるのは得

意だけれども、それ以外の親しいお茶飲み仲間づくりや住民同

士のちょっとした助け合い、自治会など地縁組織の活動、ボラ

ンティアグループによる生活支援、NPO等による有償ボランティ

アなど、互助の資源についての情報量は少ないので、地域包括

支援センターが知ってもらう機会をつくれていないこともあり

ますが、そういう部分につなげることは弱いかなと感じており

ます。 

 

Ｄ委員  ありがとうございます。 

 

会長  皆さんに聞きたい感じですか、Ｄ委員。今ので。 

 

Ｄ委員  今以外のことであれば。あと、個人的な感想でもいいのかな

と思うんですけれども、例えば５年ぐらい前と比べて、扱った

ケアマネさんのケースが、対応が向上しているとか、あとあま

り変わらないとか、いろいろあると思うんですけれども、そう

いう感想でもいいんですけれども、聞けたら聞きたいなと思う

んですけれども。漠然としているので、書いてあることが。 

 

会長  現場の声をということですね。包括の中でですね。 
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Ｄ委員  そうですね。包括の。 

 

会長  今のさいわい包括のご発言に補足なされる方、どうでしょ

う。 

 わかば包括、お願いします。 

 

わかば包括  わかば包括ですけれども、私も数値的にというのはなくて、

印象になってしまうんですけれども、介護支援専門員というの

は、法定研修で必ず５年間の更新をしなきゃいけなくて、その

研修というのは、まずケアマネになるときの研修と、なってか

ら専門１、専門２という研修と、さらに主任ケアマネになるた

めの研修と、また主任ケアマネも資格を更新するための主任更

新という研修が５種類、ケアマネはあるので、研修を受けるだ

けでも結構大変なので、必ず資格を取ってからケアマネは研修

をしているわけですが、その中で、研修自体を受講するケアマ

ネと、あとは研修を運営する側でグループワークとかをファシ

リテートする役の主任ケアマネさんたちとかいるのと、あとは

東京都でケアマネ連絡会というのがありまして、そこの事務局

の方の話を聞くと、公式的ではないんですけれども、立川と八

王子というのはやっぱりケアマネ、病院も多いし、つい市部で

は比較する対象になってしまうらしくて、ただ大きさがちょっ

と倍ぐらい違うというのはあるんですけれども、そういう研修

を運営するファシリテーターとかの参加率というのは、残念な

がら立川市はとても少ないということを、その東京都の介護支

援専門員連絡会の方はおっしゃっていました。 

 なので、それが、現場が暇だから、そういう研修の運営側に

協力しているのかというわけでもないでしょうし、現場が忙し

いから、逆にそういうところに行けないかという、そこもそう

とは言えないとは思うんですが、こういう面では若干立川市の

ケアマネさんは心もとないということをおっしゃっていまし

た。 

 ただ、それもケアマネさんだけに責任があるわけでもなく

て、運営をする側に入ることによって、ケアマネさんたちが主

任ケアマネが更新できる要件になっているとかというのもある

んですが、どれだけ市役所とか区役所とかがケアマネさんたち
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にそういう研修に行くことに対して雰囲気づくりというか、一

生懸命行ってくださいみたいな形で、そんな体制が取れている

かどうかというのも、もしかしたら影響するのかなというふう

に思っています。 

 以上です。 

 

Ｄ委員  ありがとうございます。 

 

会長  ほかにはいかがでしょうか。 

 じゃ、ふじみ包括。 

 

ふじみ包括  じゃ、ちょっと全体からのリクエストもちょっと話しなが

ら。 

 私は今年からふじみ包括支援センターのセンター長になりま

したが、その間のほかのセンター長の皆さんとちょっと違って

いて、やっぱり社会福祉協議会の中でいろいろあって、７年間

包括支援センターを離れていて、７年前に５年間をふじみ包括

支援センターで勤務していました。そういう点では、その頃新

人だったケアマネジャーの皆さんが７年たって、今、主任ケア

マネの資格になられたりとかして、そういう単純にレベルアッ

プという点では非常に頼もしくなられたケアマネジャーさんが

非常に増えたなという印象は持っています。 

 今、ふじみ包括、基幹型という立場で、主任介護支援専門員

連絡会の立ち上げも事務局として関わらせていただきまして、

現在40名近くの主任ケアマネジャーの皆さんがそこに参加され

ていますが、特に幹事の皆さん中心に、皆さん本当に情報をキ

ャッチしてきますし、その受発信という力は非常に、以前にも

比べて非常に高くなった、その人数が増えているという印象は

持っています。 

 そういう意味では、多分ずっと、さいわい包括が言っている

ように、わかば包括が言っているように、多分研修はすごく受

けられていて、そのレベルというのは数値で測るというのはな

かなか難しくもあるとは思うんですが、例えばやる気だったり

とか、例えば立川でケアマネジャーとして勤務を続けたい、ま

たは立川でケアマネジャーとして仕事をしたいという方は、私



22 

の関わっている方は非常に大勢増えているなという点で、レベ

ルは切磋琢磨する中で上がっているんじゃないかなという印象

を持っています。 

 研修等は、その都度、都度に、ケアマネジャーの皆様からど

ういう研修がいいだろうかというアンケートも取りながら、特

に次年度に向けての研修の組立てについては、ケアマネジャー

さんたちからの意見をできるだけ反映させるようにということ

で、今準備をしていますし、その意見は非常に多岐にもわたり

ますし、非常に多くの意見をいただいていますので、そういう

意味でもいろんな視点をお持ちになられているなというところ

と、やる気が非常に感じるようなものになっています。 

 以上になります。 

 

Ａ委員  すみません、現場からいいですか。 

 

会長  はい、どうぞ。 

 

Ａ委員  今、Ｄ委員のほうからそういうお話があって、ちょっとどき

どきしながら聞いていました。最近のことなんですけれども、

コロナが１年半、２年ぐらいですかね、拡大して、デイサービ

スで感染者が出たり、訪問さんのほうで、介護のほうでコロナ

の感染者が出たり、恐らく２か月前まで毎月１回、コロナ会議

という会議をＺｏｏｍ会議で開催していまして、おおむね大体

70人ぐらいの方が参加していました。どうしたらコロナの感染

を拡大させないのか、どうやったらみんなと連携を取るのかと

いうところで、恐らく１年ぐらい、そういう会議をしていたか

と思います。 

 私もちょっと都市でも仕事をしていたんですが、やはりそこ

に比べて、毎月ケアマネ連絡会が開催されていますし、主任介

護支援専門員連絡会も、今、毎月毎月開催しています。誰しも

仕事というのは、本当に好きな人はうんと伸びるんでしょう

し、お金のためにやっているという人はそこそこやっているん

でしょうし、それぞれ個性もあって、違いもあると思うんです

が、とても皆さん頑張っているんじゃないかなというふうな感

想を持っています。 
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 お答えになるか分からないんですが、いいでしょうか。 

 

Ｄ委員  ありがとうございます。 

 

会長  一旦、Ｄ委員、ご感想をいただいて、次にＢ委員です。お願

いします。 

 

Ｄ委員  ありがとうございました。 

 主任ケアマネの方々がすごくいいふうになって、頑張ってい

ろいろ工夫されているというお話も聞きましたし、あと森田さ

んからも頑張っているケアマネさんが多いということも聞きま

した。多分どの仕事もそうなんでしょうけれども、やる気のあ

る方はどんどん伸びていって、いろいろ発言したり、工夫した

りして、自分自身も利用者さんも巻き込んで、いいケアプラン

をつくられるんだと思うんですね。 

 でも、やっぱり利用者さんのほうからしたら、そういう方に

当たった場合はいいんですけれども、そうじゃない方に当たっ

たときに、そういう可能性のほうが、お医者さんと一緒ですけ

れども、やっぱりそういう当たった場合に、何だ、こんな介護

保険だったら要らないやと思う方も多分出てくると思うんです

ね。 

 なので、お医者さんは選べますけれども、介護保険の場合は

ほぼ紹介された方が来て、その人と本当に合わない場合は変え

てもらったりしますけれども、大体こんなものかなと思って我

慢してみたいな感じで異動していく場合も多いし、ありきたり

なサービスだけで、これ以上はケアマネの仕事じゃありません

みたいな感じになるという話も随分聞きますので、できたら底

上げで、ある程度レベルアップしていってほしいなとすごく思

いました。ありがとうございます。 

 

会長  Ｂ委員、お手が挙がりましたね。 

 

Ｂ委員  いつもケアマネジャーが、僕も、今、うちのおばあちゃんが

今お世話になっているんで、本当に大変さというのはよく分か

ります。 
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 ただ、１つ言えるのは、すごく杓子定規なんですよね。スケ

ジュールをどうしようかとか、それはそれで、それが仕事なん

でしょうけれども、それはそれでいいんでしょうけれども、や

っぱりもうちょっと寄り添った声がけだとか、そういうのをし

てくれれば、もう一声でも年寄りは喜びますから、頑張ってね

とかね、僕なんかの家へ来ている人は言ってくれているんです

けれども、ただ、聞くところには、黙って帰っちゃったのよな

んていう人も結構聞くもんですから、やっぱりそういう最終的

な人間対人間を接しているんだという意識を、ケアマネジャー

にやっぱり浸透してほしいんですよね。そうすると、サービス

受けているほうも気持ちよく、この人に信用できるから相談し

てみようかなとか、なんてことを思うんでね。 

 やっぱりケアマネジャーは僕らにしてみれば、本当のいろん

なシステムだとか、どういうところでこういうの使えばいいか

というのは分からないものですから、やっぱりどうしても頼る

んでね、そのときはちゃんと気持ちよく人間らしく教えてくれ

れば、すごい助かります。そういうものを全ケアマネジャーに

浸透していただければ、サービス受けるほうも気持ちよく受け

られるかなと、僕は受けているほうからそういう感想でござい

ます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 

Ａ委員  今のお話、主マネ会議もまた来月ありますので、こんなお話

が出たよと、杓子定規な方もきっといらっしゃいますし、情熱

を持って、自分の身を削ってやられる方もいらっしゃいます。

どうしても合わなかったら、やっぱり違うケアマネさんに代え

てもらったほうがいいと思います。 

 やっぱり、私もいつか高齢者になって受けることになるんだ

と思うのね。そのときに本当に人生の失敗だなと思われてしま

うのは、本当に申し訳ないことだと思うので、そのときはしっ

かりケアマネさんを交代してもらったほうがお互いにいいんじ

ゃないかと思いますので、言いにくい場合があったら、近くの

包括の方に相談していただいて、変更してもらうということを

していただければいいかと思います。いいでしょうか。 
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会長  ふじみ包括、どうぞ。 

 

ふじみ包括  ふじみ包括支援センターです。 

 ちょっと研修の件で、少し補足をさせていただきますと、現

在対面ではなくオンラインに切り替えて実施をしております。

大体２か月から３か月に１回ずつのペースです。今までは、ケ

アマネジャーの方は対面で総合福祉センターに集まっていただ

いたんですが、現在、大体80名から100名の方が参加している、

１つの回線に複数のケアマネジャーが参加する場合もあります

ので、若干そこの数は正確には前後しますが、コロナになって

若干参加できなかった方が参加しやすくなっているという状況

もあります。 

 Ｂ委員がおっしゃっていただいたような情緒的な部分という

か、気持ち的な部分というところも、今年の研修でいえば、認

知症のスケールを開発された長谷川和夫先生という、長谷川式

というものを開発された方のご家族様が立川にご縁がありまし

て、今回研修で講師でお話をいただきました。その感想は、非

常にケアマネジャーの皆様は感動されて、人と接するという

か、認知症の方と接する気持ちが、改めて洗われたというか、

元気になったとか、そういった研修も組み込ませていただいて

おります。 

 ですので、そういった形で研修のほうもいろんなことを着目

してやっていきたいと思いますので、また今後ともよろしくお

願いいたします。 

 

Ｂ委員  僕、前から思っていたんだけれども、ケアマネジャー、女性

が多いですよね。男性、何でいないんですか。立川市は男性い

ないんですか。 

 というのは、中には男の人のほうが話しやすいよとか、いる

と思うんですよね、年配の方でもね、介護受けている人は。そ

ういうとき、男の人がいるんだったらちょっと紹介してよとか

ね、そういうシステムはできないんでしょうか。何か女性ばっ

かりだという意識があるもんですから。 
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会長  Ａ委員、どうぞ。 

 

Ａ委員  私たち、大体包括からだったり、病院から紹介を受けるんで

すね。うちの事業所は、女性２人に男性２人のケアマネジャー

がおります。包括に相談するときに、男性のケアマネを希望し

ますというふうにおっしゃっていただけると、男性のケアマネ

ジャーがいらっしゃる事業所の紹介を受けるかと思います。 

 確かに、男性は男性のほうが話しやすい場合がありますもん

ね。そうしていただけると、皆さんにおっしゃっていただける

といいかなと思います。 

 

Ｂ委員  そういうサービスを、最初知らないんです。 

 

Ａ委員  なるほど。 

 

Ｂ委員  ただ一方的に来るだけです。 

 

Ａ委員  そうなんですね。そこのところは包括さんのほうに聞いてい

ただければと思います。いいでしょうか。 

 

Ｂ委員  はい。 

 

会長  Ｃ委員、どうぞ。 

 

Ｃ委員  僕もそのケアマネの資質の向上というのがよく分からなく

て、僕は歯医者なので、ある意味技術者なので、ある程度患者

さんの数をこなせば、こう言っちゃ患者さんに失礼なんですけ

れども、誰でも初めてというのが必ずありますので、若いとき

は患者さんごめんなさいと言いながら、心の中で言いながらや

っていた記憶はありますけれども、あとは幾ら研修会、講習会

を受けても、やっぱり現場、実際に患者さんに接しないと、な

かなかその技術的な向上というのは向上しないというのは、や

っぱり数をこなすのが僕は一番だというのが、私の職業からす

るとそういうのがある。 

 実際に、そのケアマネさんの研修会だの、そういう講習会だ
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のあるとは思うんですけれども、やっぱりそういう現場、先ほ

どやっぱり７年たつとたくましくなってきたという、やっぱり

ある程度年数というのは必要なのかなという、あとはそういう

現場に接する機会を多く持つというのが、非常にそれが一番の

ある意味早道ではあるのかなというのはちょっと感じました。 

 

会長  ありがとうございます。 

 大分ケアマネジャーの資質向上を効果的に行っていくという

内容に、皆さんが大変盛り上がったので、具体的なお話をいっ

ぱい、貴重なご意見が多く出ましたので、それぞれの立場か

ら、これ令和４年度にやりたいですという話なんですが、その

ときにぜひ生かしていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 どうでしょうか、実施方針全体として、こういう形で来年度

はつくりたいということを打診いただいているんですが、よろ

しゅうございますかね。ケアマネジャーの資質向上についてだ

けでも大分ありましたので、そのほかもいろいろ前向きな検討

ができそうではあるんですが。 

 おおむねこれで、じゃ、つくって結構ですということでよろ

しいでしょうか。 

 ありがとうございます。ということでお願いいたします。 

 それでは、この件は以上でよろしいでしょうか。 

 では、次に進みたいと思います。 

 ４の（３）業務報告書（案）についてですね。お願いいたし

ます。 

 

事務局 

 

 資料の６と資料の７と比べて両方にご用意いただければと思

います。 

 センター業務報告書（案）ということで、令和４年４月と書

かれた資料６の説明をさせていただきます。 

 従来からご報告させていただいていますとおり、令和４年４

月から新たな地域包括支援センター相談支援体制ということで

メール相談とオンライン相談を始めてまいります。４月の前

に、来月12月１日から試行的には始めますが、本格実施は４月

ということで、４月以降の業務報告の内容について変更をして
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おります。 

 まず、資料６の１ページ目と資料７の１ページ目をちょっと

見比べながら説明を聞いていただきたいと思います。変更点に

ついてお伝えいたします。 

 総合相談件数のところの障害福祉の相談を削除しておりま

す。これに関しましては、その他、数が少ないものですから、

その他のところでカウントをしていくということで変更をして

おります。 

 それから、相談者のところですけれども、２号被保険者をま

とめておりまして、資料７のほうは64歳以下の相談、その他と

いう項目を入れておりました。これについては、8050問題のよ

うに地域包括支援センターのお客さんでない方の相談対応を長

くセンターがやってまいりましたが、社会福祉法の法改正など

もありまして、高齢福祉課で体制整備が進んでおりますので、

その方、8050問題の50の方に関しましては、相談者全体のその

他のところでのカウントということでさせていただきたいと思

います。 

 それから、相談方法に、メールとオンライン面談を追加して

おります。 

 あと、２番の権利擁護のところでございますが、成年後見制

度と日常生活自立支援事業を分けております。これは、さきの

説明のとおり、利用促進計画もできてまいりますので、促進す

る意味で分けてカウントをしていくということにしておりま

す。 

 そして、苦情対応のところにつきましては、今までは介護保

険の苦情と介護保険以外の苦情と分けておりましたけれども、

前々回でしたか、Ｂ委員からのお褒めの言葉をいただきました

が、苦情の件数も少なくなってまいりましたので、一本化させ

ていただいております。 

 そして、２ページ目です。資料７の２ページ目の権利擁護の

ですが、虐待対応ケース、あと支援困難事例数ですとか、こう

いった項目を削除しております。削除したものについては、紙

面の関係がありますので、ご了承いただければと思います。 

 資料６の２ページ目の３番の包括的・継続的ケアマネジメン

ト支援のところです。 
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 項目の中にケアマネ支援、サービス担当者会議支援、重度化

防止型個別会議、課題解決型個別会議と、担当者会議・個別会

議を細かく分けさせていただいております。 

 サービス担当者会議というのは、介護保険サービスを使うと

き、介護認定の変更があったとき、介護保険法の中でこのタイ

ミングで担当者会議をやるようにケアマネジャーさんが中心と

なってやるものでございます。 

 重度化防止型個別会議につきましては、先ほど自立支援重度

化防止の形での説明のとおり、重度化を防止するために開かれ

る会議のことでございます。 

 課題解決型個別会議につきましては、従来でいうと支援困難

ケースの方の関係機関個別会議という位置づけで書かせていた

だいております。 

 そして、同じ項目の下から２番目のところです。小地域ケア

会議の開催（準備を含む）と書かれております。小地域ケア会

議は、ご存じのとおり、隔月開催ですので、よっぽどのことが

なければ年に６回という回数が決まっております。最近では、

各日常生活圏域において、この小地域ケア会議を開催するため

の幹事会ですとか、準備会を催すなど開催しまして、地域課題

をしっかりと関係機関の中で精査、吟味して、そしてそのテー

マを小地域ケア会議の中で取り扱っていくという流れができて

おりますので、ただ日にちを決めて、地域包括支援センターが

テーマ設定して小地域ケア会議をやるというよりは、事前の準

備、かなり時間がかかっておりますので、そこのところの評価

をしていただきたく、このような形にしております。 

 ４番の介護予防業務です。 

 真ん中あたりのところに、自立支援型個別会議を入れており

ます。こちらは、自立支援・介護予防に関する地域ケア個別会

議の開催したときのカウントになります。 

 そして、介護予防教室の準備としておりますが、介護予防教

室も、１回の介護予防教室自体の開催は２時間とか１時間半で

終わりますが、その開催に向けた準備のために、講師の打合せ

ですとか、チラシの作成・配布をしたりとか、かなりの時間を

取られておりますので、そこのところの評価のために新しく設

けた項目になります。 
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 そして、統合した項目がございます。 

 介護予防教室の種別の中で、認知症関連ということで、前回

までは認知症カフェと認知症予防（認知症カフェ以外）という

ことで２つに分けておりましたが、ここのところは認知症関連

ということで統合をさせていただいております。 

 認知症予防に関する介護予防教室というよりは、認知症カフ

ェの中で網羅されているような傾向がありますので、統合させ

ていただきました。 

 それから、３ページ目です。 

 一番大きなこのシートの変更になります。６番の地域支え合

いネットワーク事業のところです。 

 今までは、ちょこっとボランティアの利用数とボランティア

さんの登録数と活動回数、このあたり報告だけでございました

が、地域支え合いネットワーク事業自体が、ちょこっとボラン

ティアの活動だけではなくて、高齢者の見守り活動ということ

になっておりますので、これ以外のところもしっかりと報告し

ていきたいと思っています。 

 まず、ちょこっとボランティア活動につきましては、ボラン

ティアさんの日常的な活動以外に、地域包括支援センターの主

催する交流会の開催、ちょこっとボランティア活動推進のため

に周知啓発活動もセンターでやっておりますので、そこのとこ

ろをしっかりと報告してまいります。 

 それから、次の段の地域活動のところは全く新設の段になっ

ておりまして、高齢者の見守り活動の中で、たくさんの懇談会

を地域包括支援センターがやっております。例えばＵＲ都市機

構の皆様や地域福祉コーディネーターと一緒にやっている５者

懇談会ですとか、あとグッドネイバーの皆さんとやっている定

例会ですとか、ＪＫＫの皆さんとやっている定期的な見守りの

会ですとかありますので、そういうものをこの懇談会の中で報

告させていただきます。 

 それから、包括カフェです。認知症カフェとか包括カフェと

か、いろんな名前が今出てきて、ちょっと混乱してしまいそう

ですが、ここで言う包括カフェは高齢者の見守りのためのカフ

ェを開催したときにカウントをしていくということで掲載して

おります。最近は認知症カフェという名前について、そこに行
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くと認知症と疑われるかもしれないとか、認知症じゃないと行

けないのかとか、いろいろなことがありまして、包括カフェと

いうふうに名前を変えたなんていうような報告もありますの

で、変えています。 

 そして、地域への働きかけにつきましては、高齢者の見守り

について、例えばコンビニエンスストアにご挨拶に行って、心

配な方がいたら教えてくださいという活動も地域包括支援セン

ターがやっておりますので、そういったところもしっかりと報

告していきたいということで、大きく変更を行っているところ

でございます。 

 長くなりましたが、説明は以上になりまして、委員の皆様に

ご検討いただきたいことにつきましてご説明させていただきま

す。 

 こちらの項目、運営協議会の皆様には、地域包括支援センタ

ーの業務を報告させていただいて、精査、検討していただくと

いうことになっておりますので、これらの項目の報告があれば

充足しているのかどうか、こういう項目が足りないとか、過不

足があればご意見いただきたいと思っております。よろしくお

願いいたします。 

 

会長  説明は以上でございます。 

 委員の皆さん、何かご意見、ご質問あれば。また、その過不

足があればということなので、今日言うと、まだ今日までだっ

たら、逆に言うと、今日までだったら間に合うと思います。 

 ただ、これは何でもかんでもということになりますと、現場

の負担が増える可能性がありますので、これは委員の皆さん、

従来も意見交換をしてきましたが、現場の負担をあまり増やさ

ない形でということがまず前提で、とはいうものの、これはや

っぱり必須だよねというようなことをお気づきがあれば、加え

るということを、付け加えてみてくれと。 

 では、Ｂ委員、どうぞ。 

 

Ｂ委員  介護予防になるのか、これはちょっと違うんですけれども、

要するに要支援を受けている方だとか、介護でも軽い方々がい

ますよね。それが改善されて卒業していったり、そうしたり、
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あと介護から要支援に上がったり、そういう名目が分かればす

ごく励みというか、こういうことでみんな成果が上がっている

んだなというのが分かると思うんですよね。そういう項目が全

然ちょっと見えないんで、どういうことをやって頑張ればいい

のか分からないんですけれども、そういうのがあれば、ここの

地域は要支援が卒業していった人が今月２人いたなとか、３人

いたなとか、この地域はまだずっと相変わらずゼロだなとかい

うのがちょっと分かるんでね、そういう何か各包括センターの

やっていることが、目標がちょっと見えないんで、そういうの

を設置してくれるとありがたいと思っています。 

 

会長  事務局、どうぞ。 

 

事務局 

 

 高齢福祉課が回答するのか、介護保険課が回答するのか。、

介護保険システムの中でできるかどうかいかがでしょうか。 

 

事務局 

 

 すみません、ちょっといろんな分析のツールというのはある

かと思うんですが、現状のシステム、今度１月にシステムの大

きな入替えがありまして、入れ替わった後の操作性とか、そう

いったところ、まだちょっと不確定な部分がありますので、ど

の程度できるのかというのがちょっと現状では分からないとこ

ろではあるんですが、データ分析という意味では、介護保険と

総合事業とまたぐところになりますので、全くデータを持ち合

わせておりませんということは、なかなか今の時代、言いづら

いかなと、全国的に。 

 なので、ちょっとレベル感はどの程度かは、ちょっと今の段

階では具体的にお示しすることできないんですが、何らかの形

で数字だけは出るのか、単純に要介護から要支援に行ったから

改善したかというと、いろいろ中身を精査していかないと、一

時的なタイミングで要介護になっていた方、ずっと要支援だっ

た方がたまたまというパターンもありますので、中身の精査は

どの程度できるかというところは、ちょっと今後の検討といい

ますか、手作業でできる部分もあれば、ちょっと量が多過ぎて

何らかのツールを使わないとできないものもありますので、た

だ、とはいっても、全く今のご時世、データ分析を行政が何も
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していませんとはちょっと言いづらいですので、何らかの形で

ちょっと検討はしていきたいと思います。 

 

会長  では、ちょっと毎月の集計でということではないということ

で、ここでは確認いたします。何らかの形で、そうしたことを

地域包括支援センターのほうに情報提供ということを強く期待

したいと思います。 

 Ｂ委員、どうぞ。 

 

Ｂ委員  何で聞いたかというと、これから団塊の世代がもう後期高齢

者になって増えていくと思います。そうすると、財政の問題で

あるとか、いろんな介護保険の保険料だとか、いろんな形でそ

ういうのも目に見えているんですよね。そういう人たちが少し

でも上に上がって、日常の生活に戻れるんだという何か励みが

ね、見えれば、もうちょっと頑張ろうという形になるんで、ど

のくらい立川市で要支援の人が、今までデータ出ていますけれ

ども、それがどのくらい改善されて卒業していったというのが

全然見えていないんで、そういう小さな目安だけでもいいです

から目標を持ってもらえば、サービスを受ける人たちももう少

し、これじゃ駄目だなと、もうちょっと自立しようという形を

持たせるのが、僕の今言った趣旨なんでね。誤解しないように

してほしいなと思っています。 

 以上です。 

 

会長  ということでございます。ありがとうございます。 

 そのほかの意見ございますか。 

 大丈夫ね、この項目に変えていくということになりますが。

ありがとうございます。 

 では、次に移らせていただきます。 

 ４の（４）ですね、運営状況と課題分析についてです。 

 事務局からお願いいたします。 

 

事務局 

 

 それでは、資料の７をご用意ください。 

 今日は、月に１回開催しております地域ケア会議のご報告を

させていただきたいと思っております。 
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 まず、15ページ、お開きください。 

 こちらは９月に行われました地域ケア会議の資料でございま

す。１枚目のスライドで、「なんでも無い人を巻き込む方法と

は？！」というふうに書かせていただいておりまして、おかげ

さまで立川市の体制、相談体制整備として、何かが起きてから

の相談については、割とうまく地域包括支援センターからケア

マネジャーや医療、権利擁護につながるというように、割りと

スムーズに連携が取れていっているのではないかと考えており

ますが、何かが起きる前の相談について、今まで何度も運営協

議会の委員の皆様にもご相談はさせていただいているところで

はありますが、なかなか手はつけられない状況だったというこ

ともあります。 

17ページの上の段になりますが、令和２年度の老健事業の中

で、「家族介護者支援のポイント」というような調査報告書を

出されました高崎健康福祉大学の大口達也先生にも手伝ってい

ただいて、９月から４か月間かけて、地域ケア会議の中でみん

なで考えていこうという取組を開始しております。 

 その中で、27ページです。これは前回10月に行われました地

域ケア会議の資料になりますけれども、地域包括支援センター

と福祉相談センターが共同で、何でもない人を巻き込む方法を

地域包括支援センターの立場から考えていくということで成果

発表がありました。とてもいい発表でしたので、ちょっと皆様

にも聞いていただきたいと思いまして、今日はお時間を取らせ

ていただきたいと思います。 

 基幹型地域包括支援センターで、５分程度でご説明いただけ

ればと思います。 

 

ふじみ包括  ふじみ包括支援センターから、少し報告をさせていただきま

す。 

 当日、わかば包括支援センターとも報告していただきました

ので、私の後はわかば包括にバトンタッチをしたいと思いま

す。 

 27ページの上の段ですが、前回、15ページからのものの後を

引き続ぐ形で、バトンを引き継ぐ形で、翌月話をしました。前

提としまして、地域住民という捉え方を参加者で確認していっ
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たところです。地域住民という言い方もありますし、広く捉え

れば立川市民ということで、もう一つあると、この企業の皆様

も立川で暮らしてはいませんが、そこで企業活動をしている方

も、企業市民という捉え方もできるということも前提としてお

話をさせていただきました。 

 地域共生社会、それについては、ここに書かせていただいて

いるとおりでありまして、地域包括支援センターの運営マニュ

アルの22ページにも書かれていることになっています。そうい

った地域福祉、包括ケアシステムが進化したものが地域共生社

会と言えるんじゃないかというところから入っていきました。 

 これも前月から、家族者支援というところを受けまして、こ

ういう本来という姿と、目指すべきというところで書かせてい

ただいております。本当にちょっとポイントだけ言いますと、

下のほうの段に、「地域づくり」というちょっとだけ太くなっ

ていますが、ここにつながっていくことではないでしょうかと

いうことでお話をしました。 

 めくっていただきまして、ここからは、すみません、わかば

包括に渡してしまってもよろしいでしょうか。 

 

わかば包括  わかば包括です。 

 「こんなふうになったら、誰もが楽しく過ごしていけそ

う！」ということで、幾つか事例を出してみました。 

 障害を持って生まれたお子さんがいる家庭にとって、産後退

院してからその後、生活リズムができるまで、安心して仕事の

休業制度がある世の中になったり、医療的ケアがもし必要にな

ったお子さんだったとしても、そういう医療的ケアを提供でき

る保育園や学校がどこにでもありますよという立川市になった

りすると、障害自体がハンデでなくなる、ハンデとしてはなく

なるであったりとか。 

 その下、友達に関してというところも、通信制の学校が普通

にあるとか、通信制を受けることでオンラインになると、世界

中の人と友達にかえってなれるのではないかと。 

 その次ですけれども、親に介護が必要になった子供世代にと

っては、仕事をしながら介護サービスが受けられるような世の

中、介護サービスを受けながらでも、友人や知人などと楽しく
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過ごせる、これは介護を受ける側のほうなんですけれども、そ

ういうことができる立川市。 

 次に、疾病にかかり、終末期を過ごす人にとっても、治療を

受けながらでもインターネットなどで世の中とつながれる、終

末期ケアを受けながらでも住み慣れた自宅で楽しく過ごせる、

そんな立川市だったらいいんじゃないかと。 

 番外編として、営業職が若年性認知症になったときに、配置

転換、これは経理の仕事ですけれども、そういうことをして働

き続ける会社がもしあったらいいんじゃないかと。これは、ご

存じの方もいるかもしれませんが、仙台のトヨタ自動車にお勤

めの方が、実際に営業職から経理に配置転換をされている、今

もお仕事されているという例があります。 

 こんなふうになったらというところで、いろんな方がいるの

で、じゃ、地域ケア会議で全てをやるのかというと、なかなか

そういうわけにもいきませんので、下の半分というのが地域ケ

ア会議で担当する範疇じゃないかなということで話をしまし

た。 

 次のところ、下ですけれども、情報をどんなふうに広めてい

くのかというところなんですけれども、これまでは掲示板とか

回覧板とかいろいろありましたけれども、一人きりで過ごした

いという人もいるかもしれませんけれども、多くの人たちは口

コミやインターネットの情報などを基に、楽しいことがあれば

それに興味を持ちますし、面白いことがあればそれに興味を持

ちます。もし引かれる人がいたら、その人に興味を持って、ど

んな状況でも楽しく過ごせるような形で、人というのはつなが

っていきます。ということになります。 

 あと、楽しく過ごすというのは、楽しい、いろんな状況にも

よって楽しく思えない方もいるかもしれませんけれども、生き

ていてよかったというふうに思えるような地域づくりをしてい

きたいなということです。 

 次、右側ですけれども、予防の分類ということで、今回、

「０次予防」ということの言葉を新たに出していますので、そ

の分類を書いてあります。 

 ０次予防というのは、下のところにありますけれども、無意

識の健康行動（環境整備など）を行っているということで、例
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えば配食弁当、何か業者さんが変わったらしいねというふうに

なっても、特に値段変わらないから別にいいやと思っていたん

だけれども、実はそのお弁当の献立とかがより健康志向に変わ

ったとか、そういうことというのは、お弁当を取っている側と

しては気がつかないんですけれども、知らない間に食生活が改

善したらいいんじゃないかとか。孫の友達がプロの棋士になっ

たということを聞いて、月に１回孫と対局しようと思った方が

いたとしたら、いい対局ができるように週に何度でも碁会所に

出入りしたら知り合いが増えていた。これは、本人にとってみ

れば、孫とやりたいということが目的なんですけれども、実際

出かける場所ができましたし、出かけるということで体力づり

もできたと、知らない間に元気になれたという、そんなような

形で、あと２つ、ちょっと例を出しております。 

 そんな形で、いろんな人たちが楽しく、生きていてよかった

というふうに思えるような立川市になっていったらいいんじゃ

ないかということを、特に地域ケア会議の範疇をある程度絞っ

て進めていきましょうという話をいたしました。 

 報告は以上になります。 

 

ふじみ包括  ありがとうございます。 

 今、わかば包括も言っていただいたように、０次予防という

ところでは、やはり無意識にいろんな方々、市民の方々が、地

域住民の方々が行っていることを、ある意味意識下に置く、意

識をしていただくというのが、多分専門職の腕の見せどころと

いうか、力の発揮のしどころで、そういったところを包括支援

センター、福祉相談センターの職員は様々な場面で関わらせて

いただいているかなというお話をさせていただきました。 

 また、この口コミというところで、情報の広がり方というと

ころでは、無意識の一つのところでは、例えばなんですが、新

しいお店があそこにできたよといって、じゃ、ちょっと行って

みようとか、あそこの何かおまんじゅうはおいしいらしいよと

いうことで、ちょっと行ってみようとか、何か隣の人がベンチ

で座ったときの会話を聞いて、じゃ、私もあそこに行ってみよ

うかしらとか、安売りしているらしいから、あそこに行ってみ

ようとか、そういったことも実は出かけるきっかけになったり
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とか、ちょっと新しいところにチャレンジしてみるきっかけに

なったりとかで、そういうのが皆さん、元気な高齢者の方も含

めて無意識にやっていることだと思うんですけれども、そうい

ったことを意識下に置けたらいいんじゃないかなというのが、

それが一つの０次予防の形じゃないかなというお話がありまし

た。 

 やはり、私たちは病気になったりとか、けがになったりと

か、悪いことを想像して恐怖を与えて元気になりましょうねと

いうことはやっぱりやっていなくて、やっぱりわかば包括に言

っていただいたように、楽しいこと、こんなふうになったらい

いねというところを皆さんと一緒にお話をしていくというとこ

ろで、この場でもちょっとお話ししたんですけれども、人間が

想像できる社会は実現できる社会ということで、どこかのＣＭ

で流れていた言葉を引用させていただいて、やはり我々は地域

の方々と一緒に、いろんな地域のことを考えていくところで

は、やはり楽しいことを、こういうふうになったらいいねとい

う夢のある話をより実現させていくというところが、包括支援

センター、福祉相談センターの０次予防の形じゃないかなとい

うことで、このお話をさせていただいた後、いろんな意見交換

の中からもちょっと導き出したことになります。 

 以上になります。 

 

事務局 

 

 ありがとうございました。 

 私たちは、「最期を立川市で迎えるときに、立川市でよかっ

たなと思ってほしい」ということで、ずっといろんな仕事をし

てきていますが、最期はもちろんですが、その途中に「立川市

は何か楽しい」とか、「立川市に来たら何だか健康になった」

とか、そういうような思いを持ってもらえるといいなと、今回

のこの地域ケア会議の取組を通じて感じたところでございま

す。 

 今日はもう一つ、後ろに大きなテレビを用意しておりまし

て、わかば地域包括支援センターから、前回、前々回の運営協

議会でも報告させていただきましたが、わかば包括のサテライ

トの取組がありますので、こちらも０次予防の一つだと思って

おりますので、報告をさせていただきます。 
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わかば包括  わかば包括です。 

 包括サテライトを承認していただいて、今日ご紹介するの

は、その１階で行っているコミュニティースペースというか、

カフェぽいんですけれども、お店ではないスペースを紹介させ

ていただきたいと思っております。 

 

わかば包括  スイッチオンでお願いします。 

 

 （ビデオ視聴） 

 

わかば包括  以上です。 

 ベース298のロゴみたいなのもあったんですけれども、このデ

ザインも武蔵野美術大学の学生さんが考えてくれて、すごく学

校に行く途中にあるので、関わってくれたりとかしてくださっ

ていて、あと本当に世代関係なく、障害者も関係なくというこ

とでは、いろんな方々が来てくださっていて、６月にプレオー

プンはしたんですけれども、まずよく聞いた言葉が、このコロ

ナ禍で家に籠もっていて、私、言葉を忘れそうだったのよ、話

をしたくて来ましたという声を聞いたときには、オープンして

よかったなと、まず思いました。 

 若葉町団地の一画ですので、１人でお住まいの方が多いんで

すけれども、若葉町団地には、１人の方がすごくたくさん来て

くれて、その場で出会った人と一緒に帰って行く姿とかもあっ

たりして、よかったなと、幾つかのケースがあるんですけれど

も、よかったなと思うことがたくさん生まれています。 

 あと、もう一点、わかば包括としては、退職された男性をど

うしたら引っ張り出せるのかなと、すごくいつも悩んでいたん

ですけれども、ここには男性の方が多く来てくれるというのが

すごく分かって、今日もちょっと男性の方、来てくれていたん

ですけれども、自分の時間としてその場所が使えるというこ

と、だからといって１人でじっとしているわけではなくて、そ

こへ来られる方と話をされるんですよね。だから、何か男性の

人も行く場所がつくれたのかなというふうにちょっと思ってい

ます。そういうふうに、いっぱいいっぱいいろんなことがうれ
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しいんですよ。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 全体を通して、ご意見、ご質問ございますか。 

 大変いいことは、ベース298、場所がいいところに設定してい

ただいた。今、ビデオでちょっと分かりにくかったかもしれま

せんが、お店の前面がガラスで、上のほうまでガラス張りみた

いな形になっていて、その出たところがもうバス停の前なんで

すよ。自転車置場が相当あって、アクセスが非常にいい場所な

ので、ふらっと立ち寄れるみたいな表現もありましたけれど

も、まさにそのとおりの場所。すぐ横は大手のスーパーマーケ

ットがあると、買物に来る方も大勢人通りがある場所というこ

とで、よくこの場所に造っていただいたなと思います。 

 １階が、今見てただいたようにコミュニティースペース、２

階はセキュリティーエリアで、包括のサテライトがあって事務

所になっていると、こういう位置づけなんですけれども。 

 

Ｂ委員  営業時間とか。 

 

会長  営業時間。 

 

Ｂ委員  年中無休なのか。 

 

わかば包括  いずれは年中無休にしたいと思っているんですけれども、今

はボランティアさんたちにやってもらっているので、やっと平

日は毎日開けられるようになって、時間は10時から午後の３時

までで、ただ、私も含めてなんですけれども、ほかの協力して

くれる地域社会の職員の方とか、この日いられるよとかという

と、夕方までとか開けたりとか、土曜日開けてみたりとかとい

う不定期で開けたりとかはしています。 

 やっぱり夕方のほうが、小学生のお子さんたちが帰ってくる

時間帯なので、ぜひ開けたいとは思っているんですが、なかな

かちょっとボランティアさんの募集が今大変です。 
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会長  ということでございますが、もし皆さんも時間が、その辺に

行くようだったら立ち寄ってみて、現場を見てみたら物すごく

おしゃれという話がありました。本当におしゃれな空間。これ

は、きっとそういうデザイン業者さんが入ってやったんだろう

と思ったんですが、聞いてみたんですが、わかば包括に聞く

と、地域福祉コーディネーターのセンスだと言うし、地域福祉

コーディネーターに聞くとわかば包括のセンスだと、どうも２

者で相談している、本当にプロ並みの、プロがやったようなお

しゃれな空間が出来上がっていますので、皆さん行きたくなる

ようなお店じゃない、スペースになっていると思います。 

 はい、どうぞ。 

 

Ｂ委員  すごくいいアイデアだなと思って拝見させていただきまし

た。それを、ただ一過性に終わるんじゃなくて、極端に言え

ば、去年、今年と花火大会中止になりましたけれども、じゃ、

花火大会のイベントをここで集まって夜やろうよとか、そうい

う企画を、どんどん新しい企画を立てていけば、もっともっと

地域が集まって、１人の高齢者が寂しがらないで、あの人に会

えるなというようになっていけばね、本当に一番いい形になる

んで、ぜひ成功を祈っていますし、各ほかの包括支援センター

のほうも参考ができれば、本当にそのように進めていけば、

我々高齢者も気楽に行けるような、堅苦しい場所じゃなさそう

ですから、行って、いろんな友達とか、いろんな雑談できれば

すごくいいなと思って、すごく励みになりました。ありがとう

ございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 ちょっとかなり、一発目にすごいレベルの高いものをお造り

になって、石心会さんの気合が大分すごいので、ちょっとまね

できないようなレベルになっちゃったんで、今のＢ委員のご期

待をなかなか各包括、答えにくいと思いますが、地域福祉アン

テナショップみたいな取組に、地域包括支援センター、各地域

で協力していくと思いますので、このレベルまでは行かないか

もしれませんけれども、みたいなところをぜひ期待したいと思

います。 
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 そのほか、なければ次に進みます。 

 どうぞ。 

 

Ｂ委員  先ほど、告知のところで先ほど話を聞いたんですけれども、

先ほどふじみ包括からあった告知の仕方のことで出ていたと思

うんですけれども、地域の情報の広がりについて、28ページで

すね。ここで、掲示板とありますけれども、立川市はあまり見

ないんですよね。どこに、どういうところで掲示板を設置して

あるのか。僕の知っているのは第一小学校の校庭のところにあ

るのぐらいで、ほとんどあまり見ないんですよね。 

 この掲示板というの、すごく見ると、立川市の市民会館でこ

ういうことをやっているなとかいうの分かるんですけれども、

僕の１つの提案で話すけれども、モノレールの、イケアのほう

まで行く、今すごい人通りですよね、あそこ。あそこに１つ大

きな立川市の掲示板みたいのを設置できれば、いろんな方が見

るんじゃないかなと思ってね。何か各地域の公民館だとか、公

園なんかにちょこっと置いてあるようだと、なかなか目につか

ないんで、もっと大胆に立川市はこうなんだというものをアピ

ールできれば、立川市以外の人でも見ていただいて、立川市は

こういうことをやっているんだなというのを分かっていただけ

るような形ができれば、人通りのいいところにもうちょっと掲

示の仕方を考えていただければなと思っています。 

 以上です。 

 

会長  では、ご提案ということで。 

 何かコメントあります。 

 

ふじみ包括  掲示板ということでいえば、今、Ｂ委員がおっしゃっていた

だいたこととか、いろいろな形があると思うんですが、インタ

ーネットが今いろいろ増えてきて、でも実際大事なのは、結構

アナログも大事だということは見えてきていることで、じゃ、

例えば団地の掲示板だったり、回覧されないものがあったりと

か、そういうところもあるんですが。今、Ｂ委員がおっしゃっ

ていただいたような、もし場所が新たに設置するのも一つなん

ですが、先ほど言ったところでは、例えば企業の方々、少し協
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力したいという方がいらっしゃったりとかする中で、そういう

広報を一緒にできたりとか、実は今モノレールというお話もあ

りましたが、モノレールの中には実は掲示板があって、それを

地域のために１か所確保していますですとか、そういう駅もあ

ったりとかで、これはどちらかというと、社会福祉協議会の地

域福祉コーディネーターなんですね、各地域でそういうものを

くまなくいろんなところから情報を引っ張ってくるというのが

あるので、各地域包括支援センターに、そういう意味では配置

されていますので、そういったところと連携して、新たに作る

というのももちろんチャンスを見ていくというのは大事だと思

うんですが、既存のものを活用していく、インターネットでな

っている電子的なものをやりながらも、アナログも大事にして

いく、そんな方向性かなというふうに感じております。 

 

会長  ありがとうございました。 

 そのほか、何かございますか。 

 では、よろしければ、次に進みたいと思います。 

 ４の（５）業務委託についてでございます。 

 事務局からご説明ございますか。 

 

事務局 

 

 それでは、最後の資料になりますが、資料の８をご用意くだ

さい。 

 介護予防支援事業等における業務委託についてのご承認のお

願いでございます。 

 地域包括支援センターが作成する予防プラン、総合事業のプ

ランについて、居宅介護事業所に委託をする際に、地域包括支

援センター運営協議会の承認を得るというような決め事になっ

ておりますので、本日は２か所の新規の事業所の承認をお願い

いたします。 

 まず、１件目です。 

 中部たかまつ地域包括支援センターが担当しています若葉町

にあります「居宅介護支援事業所しざかい相談室」になりま

す。こちらは、立川市のほうに10月１日付で居宅介護支援事業

所として新規に開設したということですので、まだ出来たてで

して、いつものＷＡＭ－ＮＥＴの情報は未掲載の範囲になりま
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すので、こちらの情報でお願いをいたします。 

 ２件目です。 

 さいわい地域包括支援センターからで、「居宅介護支援事業

所はる」、砂川町８丁目にできました。 

どちらも単独型の居宅介護支援事業所、今のところ、１人ケ

アマネさんになっておりますが、こちらも今年の８月に新規開

設したということでご報告ありましたので、ご承認お願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 

会長  皆さんからご意見、ご質問ございますでしょうか。 

 特にご意見ないですかね。 

 それでは、改めまして、大切なことですので、一つずつご確

認申し上げたいと思います。 

 まず１つ目、居宅介護支援事業所しざかい相談室を業務委託

先とすることに、皆さんご異議ございませんでしょうか。 

 それでは、居宅介護支援事業所しざかい相談室を業務委託先

とすることに決定をいたします。 

 もう一つ、居宅介護支援事業所はるを業務委託先とすること

についてご異議ございませんか。 

 異議なしと認め、居宅介護支援事業所はるを業務委託先とす

ることに決定をいたしたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 協議事項は以上になります。 

 ５番のその他に移ります。 

 その他、まず委員の皆さんから、各包括、事務局のほうから

何かございますでしょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 では、次回日程でございますが、令和３年度第５回は、年が

明けまして、令和４年１月18日火曜日午後３時から、場所は

208・209会議室ということになります。よろしくお願いいたし

ます。 

 全体を通して、何か言い漏れたとか、言い忘れたとか、あり

ませんか。大丈夫でしょうか。 

 では、副会長、お願いします。 
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副会長  それでは、第４回の運営委員会を終わります。 

 皆さん、お疲れさまでした。 

 

  

 

 


